
The9th Chiba IVR technical seminar

日本血管撮影・インターベンション専門診療放射線技師認定講習会 （２ポイント）
日本救急撮影専門技師認定研究会 （２ポイント）

インターベンションエキスパートナース認定研究会 （10ポイント）

千葉アンギオ技術研究会
～Chiba Angiography  Technology Society～ ： CATS

主催：

千葉アンギオ技術研究会では、今年もIVR技術セミナーを開催いたします。昨年よりも更に
臨床向けとし,基礎から専門分野までを網羅しました。これから血管撮影部門を勉強したい方
から、更にスキルアップしたい方まで、皆様の期待に応えられる内容となっています。

盛り沢山の講義を一日で受講できるセミナーですので、診療放射線技師に限らず、血管撮
影に携わる全てのスタッフの方々に参加して頂ければ幸いです。是非お誘い合わせの上、皆
様のご参加を心よりお待ちしております。

日 時 ： 2016年6月19日（日）
会 場 ： 千葉大学病院 ３F ガーネットホ－ル
時 間 ： 9時10分～17時20分（受付8時30分より）

参加費 ： 3000円 （テキスト代、昼食代含む）

定 員 ： 280名（先着）

【事前登録制】

応募開始 ： ５月１日より受付開始

申込先 ： 申し込み専用アドレス⇒ chiba.angio@gmail.com
件名に “ 第９回千葉IVR技術セミナー申込み ”
本文に 名前、職種、アドレス、所属施設の記入をお願い致します。

（担当：千葉西総合病院・増子、新東京病院・石田）



千葉 IVR技術セミナー 
 

 

 

                  

 

 

 

  

 

  

 

  

 

 

  

 

 

17：20 閉会の挨拶                 千葉アンギオ技術研究会 代表 加藤英幸 

東千葉メディカルセンター 渡辺一寿 

聖隷佐倉市民病院 渡邊 強 

プログラム 

9：15～12：30 午前の部 

機器工学 
（JIS、ネットワーク、画像処理、機器のQA・QC） 

頭頸部領域の診断 

（解剖、撮影方法、3D‐RA、疾患の概要） 

頭頸部領域の治療 

（治療の概要、デバイス、治療方法） 

 
骨盤・末梢領域の診断と治療 

（解剖、撮影方法、骨盤領域 IVR、上肢及びシャント PTA、下肢 IVR） 

（解剖、TACE、動脈・静脈・門脈の IVR） 

 

腹部領域の診断と治療 

12：40～13：10 ランチョンセミナー 

 カテの事前準備と急変時の対応 

（患者情報の取得、使用薬剤について、急変・緊急時のスタッフの役割） 

１３：３０～１７：２０ 午後の部 

～昼休憩 20 分～ 

 

被ばく防護  

（被ばく基礎から臨床での防護など、計測学、生物学） 

心電図 

（心電図の基礎、ペースメーカー、疾患での波形など） 

心臓領域の診断 

（解剖、左心カテ、右心カテ、画像の見方、疾患の概要） 

 
心臓領域の治療 

（治療の概要、デバイス、心臓 IVR、FFRなど） 

 
胸部・大動脈領域の診断と治療 

（解剖、胸部 IVR、TAVI（PTAV）、ステントグラフト） 

 
イメージング 

（IVUS、OCT、血管内視鏡） 

 

千葉県循環器病センター 世利 峻  

千葉西総合病院 ME 林 貞治 

西湘病院 川田順一 

亀田総合病院 佐藤和彦 

旭中央病院 川畑和彦 

鎌ケ谷総合病院 田村健一 

横須賀市立市民病院 田島尚人 

新東京病院 石田浩之 

東京女子医科大学八千代医療センター 中山径生 

千葉大学医学部附属病院 Ns 間所真美 

8：30 受付開始 

 9：10 開会の挨拶 千葉アンギオ技術研究会 代表 加藤英幸 


